
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

Ⅳ

ホリック

タナトス

タナトス

9

罪人

1

煉獄

11
35 故郷

92 死人使い

36 願い事

23 少女

05 血の宴

懐かしい故郷の風景。生まれ、育ち、遊んだ風景。そんな場所はもう何処にもない。でも、貴方の心の中には確かにある。その大切な、忘れられない風景が、あなたの最大の逃げ場所…。

大切な人が死んだ。いいえ。きっと眠っているだけ。目を覚まさなくちゃ。きっと目を覚まさせてあげる。その為に、死んでもあなたは目覚めたのだから。でもあの人はどこで眠っているのだろう。

君はこれを見て憧れた。行ってみたい。見てみたい。今すぐは無理でも、いつか必ず、ここに映っているような素敵な場所に行くんだと。そう、この場所でこのパンフレットを広げて、君はそう思ったのだ。そんな君の頭を誰かが優しく撫でてくれた。『頑張ってお勉強して、いい子にしていたら、いつか必ず行けるよ』そんな言葉をかけて貰った。だから君は……どうしたんだっけ

彼女はいつも君たちと一緒にいた。優しいお姉さん。お料理が出来て、たまにクッキーを焼いてくれた。彼女の柔らかく笑う顔を見ていると、自分達も嬉しくなった。君たちが泣いているときは優しく慰めてくれた。怒る事はめったに無かったけど、ダメなことはしっかりダメと言ってくれた。虫が苦手で、小さい虫を見ただけでも悲鳴を上げていたのを覚えている。彼女はたしか、名をリオ、と言ったはずだ

君たちは殺した。命ぜられるままに。武器を振るい、親しかった人たちをことごとく殺し尽くし、この施設を制圧したのだ。一度死んで、アンデッドとして甦った君達には、ネクロマンサーたる『あの人』に逆らう事は出来なかった。すべては……何の為に？そもそも、自分達に命じて惨劇を起こした『あの人』は、誰だったのか
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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0
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バトルパートで発狂状態の未練がある際、攻撃判定+1

白兵攻撃マニューバの攻撃判定において、出目+1してもよい。

バトルパートで、同カウント内に他の姉妹が攻撃対象として敵に攻撃判定する際、自身の攻撃出目判定+1、ダメージ+1してよい。

自身が与えた白兵攻撃にのみ使用可。「全体攻撃」の効果を得る。これによって自身がダメージを受けることはない。

このスキルを取得した際、レベル3「改造」パーツを1つ獲得する。このパーツは強化値に縛られず、修復することも可能である

最大行動値+2

最大行動値+1

肉弾攻撃1

最大行動値+1

最大行動値+1

移動1

支援1

肉弾攻撃1

白兵攻撃2+切断、攻撃判定の出目+1

腕のみ、ダメージに対して常に「防御1」。腕部にある白兵・肉弾攻撃マニューバのダメージ+1

同ターン内の次カウントで使うマニューバ1つのコスト-1（最低0）する。

なし

なし

自身がダメージを与えた際のみ使用可。白兵・肉弾ダメージ+1。

自身がダメージを与えた際のみ使用可。白兵・肉弾攻撃+2。

たからもの。古く痛み擦り切れ汚れた本。貴方が何度も何度も読んだ本だ。今は何の意味もない言葉の数々が刻まれている。

移動1
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